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はじめに

● 発表の動機として
○ どの研究分野が近いのかアドバイスが欲しい。

● 研究の動機として
○ 深い学びを自分がわかるように明確化したい。

■ 機械学習の考え方からみて説明できないか？

■ 動画授業と対面授業について生徒の理解の仕方の違

いを明確にできないか？

■ 課題研究を評価できないか？



ここでの目標

● 学習について自分なりに明確にする。

○ あわせて学習する内容を体系的に考える。





















高校数学への使用方法

● 機械学習のように全てを数値化することは難しい

○ 言語により情報（知識）を表す。

● 確認することは、情報（知識）とその繋がり

● 繋がりの部分に重みを付ける。

○ 重みは重要視した度合いをつける。

■ 閾値は今回は触れません。



例題９　２点A(0,0)､B(3,0)からの距離の比が2:1である点Pの軌跡を求めよ。
（文献：川中宣明ほか，改訂版数学Ⅱ，数研出版， p.102，2018．）
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（文献：川中宣明ほか，改訂版数学Ⅱ，数研出版， p.102，2018．）



学習するということは

● 情報（知識）とその繋がりを明確化する。

● 情報同士を自分なりに重みをつけて繋げる。
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考え方の違いを明確化



使用の上での課題として

● 情報（知識）の名づけ方が人による。

○ 教科書については情報の名づけ方を決めておく。



学ぶことを体系化  (文献：川中宣明ほか，改訂版数学Ⅱ，数研出版， 2018．)



まとめ

● 学習については、情報（知識）とそのつながりを明確にし、重みをつける。

● 動画授業と対面授業の違いについて
○ 重みの値を教えるか、重みを考えさせるかの違いではないか？

● 課題研究の評価について

○ 色んな値を重みに入れて考えたか？

○ 課題研究のはじめと終わりの図の変化で評価をできないか？



ご清聴ありがとうございました。


